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• [名前] 辻 哲也 (つじ てつや)

• [所属・肩書]

F5ネットワークスジャパン合同会社 シニアソリューショ
ンエンジニア

• [担当業務]

パートナー様向けの提案支援、新製品情報のご提供 etc.

• [経歴]

国内通信大手企業から、外資系ネットワーク/セキュリティ
ベンダーを経て、2019年にF5入社

• [得意分野] ネットワーク、セキュリティ、サーバ/ストレージ
周辺技術

• [SNS (LinkedIn)] www.linkedin.com/in/tetsuyatsuji

自己紹介

http://www.linkedin.com/in/tetsuyatsuji
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再掲: BIG-IPとは？
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BIG-IPソフトウェア製品モジュールを稼働させる基盤

幅広いアプリケーション基盤のポートフォリオを提供

アプリを安心安全に公開
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環境の多様化
• 87%の顧客がマルチクラウドを利用

(*1)

• 平均で、2.6個のパブリッククラウ
ドと2.7個のプライベートクラウド
を利用(*2)

• 58%が、セキュリティとコンプライ
アンスの確保が最大の課題であると
回答(*1)

Automation & DevOps
• 83%の組織がDevOpsプロセスとツ
ールを導入(*3)

• 73%の組織が効率を高めるためにネ
ットワークの自動化を実施(*1)

• 25%の開発者とDevOpsがアプリの
運用に注力(*1)

1 F5 State of Application Services Report 2020
2 Flexera State of the Cloud Report 2021

モダナイゼーション
• 75%の組織がアプリのモダナイズを
実施(*1)

• 2024年までに、エンタープライズア
プリの75%が、コンテナがデフォル
トの技術に(*4)

• インターネットトラフィックの83%
がAPIであり、HTMLは17%のみ(*5)

3 State of DevOps Report 2021
4 Gartner Forecast Analysis: container management
5 Akamai State of the Internet Report 2019

BIG-IPが守る“アプリ”の進化
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• アプリケーションへアクセスすることを想定した場合、

最近だと、アプリケーションがパブリッククラウド (AWS/Azure/GCPなど)の環境で開発・提供、
そのパブリッククラウドの上で利用されることが主流になってきています。

経済産業省が2018年に出した標準ガイドライン、クラウド・バイ・デフォルトは「政府情報システム（各府省がサービスや
業務を実施する際に利用する情報システム）」を構築する際、クラウドの活用を第一に検討するという方針です。

昨今のアプリケーションのトレンド

クラウドが使われる理由 (総務省[通信利用動向調査])

1. 資産、保守体制を社内に持たないから
2. 場所、機器を選ばずに利用できるから
3. 安定運用、可用性が高くなるから
4. 災害時のバックアップとして利用できるから
5. サービスの信頼性が高いから

Data Center
Pub/Private Cloud

SaaS

AppsApps

企画的、方針的な概念
クラウド・バイ・デフォルト
クラウドファースト
クラウドシフト、クラウドリフト

より技術的に使っていこう！という概念

クラウドネイティブ

どんな技術なアプローチなの？？
1. コンテナ
2. マイクロサービス
3. サービスメッシュ
4. イミュータブル・インフラストラクチャ
5. 宣言型API

API
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• 現行のBIG-IP (TMOS)はコントロールプレーンがモノリシックであり、パフォーマンスや拡張性に限界

• 大量のコンフィグの読み込み、OSアップグレード、多量API操作時の冪等性担保に時間がかかる

なぜBIG-IP “Next”が必要なのか？

• コンテナ・テクノロジーを利用して、コントロール
プレーンとデータプレーンを分離

• 各機能 (=プロセス)単位でコンテナ化すること
により、全体のパフォーマンスや管理性を向上
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BIG-IP Nextはあらゆるインフラ環境で利用可能

rSeriesVELOS

Core Data CenterPublic / Private Cloud

Cloud-native Network Functions 
(CNF)Virtual Edition

BIG-IP Next

Service Provider 

Edge
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BIG-IP Next Central Managerによる統合管理
BIG-IP Nextの利用形態

F5 rSeries

F5 VELOS

オンプレミス コロケーション プライベートクラウド パブリッククラウド

DevOps / App Dev

NetOps / SecOps

API

GUI

BIG-IP Next
Central Manager
統合デバイス管理
シンプルで直感的なダッシュボード
APIによる自動化

管理トラフィック

今まで

個々のBIG-IPそれぞれに対して設定を実行

これから

設定を”テンプレート”化して、指定した複数
のBIG-IP Nextインスタンス (テナント)に適用

(予定)
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これまでの
運用管理 
(BIG-IP)

App App

App

App

App

App

App

App

BIG-IP LTM

BIG-IP DNS

Legend

App
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これからの
運用管理 
(BIG-IP Next)

BIG-IP Next LTM

BIG-IP Next DNS

Legend

BIG-IP Next CM

App
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• BIG-IPに関する知識が必要 (Virtual Server, Pool, Profile etc.)
• 多くのREST API、もしくはCLIコマンドを実行
• 自動化やオーケストレーション・ツールとの連携が困難
• 時間がかかるアプローチ
• エラーが発生しやすいアプローチ

• BIG-IPを設定するためには、数多くのREST API Callが必要

命令型API/CLIによるオペレーション

多数の命令型コマンド

BIG-IP LTM

(w/o AS3)
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単一の宣言定義

• AS3がBIG-IP設定の複雑さを抽象化
• 希望する構成の最終状態を定義するのみ
• 単一のREST API Callにより、自動化とオペレーションを簡素化
• アプリケーションサービスのデプロイを加速
• 宣言定義は再利用可能で、設定の一貫性を保証し、エラーを削減

BIG-IP Next Central Manager = 宣言型APIによるオペレーション

BIG-IP Next Central Manager

(powered by AS3)

• BIG-IPを設定するために必要なのは、単一のREST API Callのみ
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自動化によるBIG-IP Nextのライフサイクル

変更
ブートストラップ
(テナント作成)

オンボーディング
(デバイス初期設定)

アプリケーションサービスの
デプロイ モニタリング/テレメトリ
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BIG-IP Next Collection for Ansible
• BIG-IP Nextに対応したAnsible Collectionをリリース

• 詳細は以下を参照
• https://galaxy.ansible.com/ui/repo/published/f5networks/next/docs/
• https://clouddocs.f5.com/products/orchestration/ansible/devel/next/next-index.html

https://galaxy.ansible.com/ui/repo/published/f5networks/next/docs/
https://clouddocs.f5.com/products/orchestration/ansible/devel/next/next-index.html
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BIG-IP Next Terraform Provider
• BIG-IP Nextに対応したTerraform Providerをリリース

• 詳細は以下を参照
• https://registry.terraform.io/providers/F5Networks/bigipnext/latest/docs

https://registry.terraform.io/providers/F5Networks/bigipnext/latest/docs
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「プロバイダ」と「テナント」

BIG-IP Next
Central Manager (CM)

プロバイダ
(rSeries/F5OS) プロバイダ

(VELOS/F5OS)

プロバイダ
(vSphere)

管理者や他のツールは、
CMが提供する宣言型”API“にアクセス

CMはプロバイダ (F5OS/vSphere)が提供する”API”を使って、
Nextテナント (インスタンス)のライフサイクルを管理

CMはNextテナント (インスタンス)が配置されている場所 (=プロバイダ)に
関わらず、”API”を使って操作/管理
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例: BIG-IP Next Ansible Collections

BIG-IP Nextテナント (インスタンス)の作成と初期設定

• cm_next_deploy_f5osモジュールにより、
F5OSプロバイダ (rSeries/VELOS)上に
BIG-IP Nextテナントをデプロイ

https://clouddocs.f5.com/products/orchestra
tion/ansible/devel/next/modules_4_0/cm_nex
t_deploy_f5os_module.html#examples

https://clouddocs.f5.com/products/orchestration/ansible/devel/next/modules_4_0/cm_next_deploy_f5os_module.html#examples
https://clouddocs.f5.com/products/orchestration/ansible/devel/next/modules_4_0/cm_next_deploy_f5os_module.html#examples
https://clouddocs.f5.com/products/orchestration/ansible/devel/next/modules_4_0/cm_next_deploy_f5os_module.html#examples
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例: REST API (AS3)

アプリケーションサービスのデプロイ

Central Managerに対してAPI
コールを実行

• 宣言的なAPI (AS3)によるアプ
リケーション作成

アプリケーションの設定を単一の
JSON内で宣言的に定義

• Virutal Server

• Pool

• Pool Member

• Monitor

Etc.
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例: REST API (テンプレート:FAST)

アプリケーションサービスのデプロイ

アプリケーション作成時に、デフォルトで指定

選択するテンプレート
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例: Terraform “bigipnext” Provider

アプリケーションサービスのデプロイ

• bigipnext_cm_as3_deployリソースにより、AS3定義 
(JSONフォーマット)のアプリケーションををデプロイ

https://registry.terraform.io/providers/F5Networks/bigipnext/la
test/docs/resources/cm_as3_deploy 

https://registry.terraform.io/providers/F5Networks/bigipnext/latest/docs/resources/cm_as3_deploy
https://registry.terraform.io/providers/F5Networks/bigipnext/latest/docs/resources/cm_as3_deploy
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例: OpenTelemetry (Splunk)

BIG-IP Nextのモニタリング

• BIG-IP Next Central ManagerでCollector (Log Consumer)の設定を行い、Splunkで可視化
• 参考: “Remote logging with F5 BIG-IP Next and OpenTelemetry”

https://www.youtube.com/watch?v=94nEx2DQpWk 

https://www.youtube.com/watch?v=94nEx2DQpWk
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• BIG-IP Nextとは・・・

一新したソフトウェア・アーキテクチャによる、次世代に向けて進化したBIG-IP

設定/管理をシンプルにしつつ、パフォーマンス/セキュリティを向上

NetOps/SecOps/DevOpsそれぞれをサポートする「ワークフロー中心」「APIフレンド
リー (宣言型API)」のアプローチ

複雑なマルチクラウド環境への対応

長年培ってきた、中核となるBIG-IPの機能を保持

BIG-IP Next: まとめ

D
DevOp

N

NetOp

S
SecOp
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